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第
三
十
一
回
根
室
管
内
農
業
賞

　

根
室
管
内
農
業
賞
委
員
会
で
は
、
農
協
事

業
や
地
域
へ
の
功
績
、
農
業
経
営
の
実
践
活

動
に
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
五
名
を
対
象
に

第
三
十
一
回
根
室
農
業
賞
表
彰
式
を
十
一
月

十
九
日
（
農
協
法
公
布
記
念
日
）
寿
宴
に
て

盛
大
に
開
い
た
。

　

表
彰
式
に
は
管
内
農
協
組
合
長
を
は
じ
め

と
す
る
各
関
係
機
関
の
代
表
者
が
出
席
。
主

催
者
を
代
表
し
て

佐
々
木
組
合
長

（
標
津
）
か
ら
「
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で

困
難
な
時
代
を
乗

り
越
え
る
た
め
今

後
も
ご
指
導
願
い

ま
す
」
と
受
賞
者
に
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し

て
中
司
道
議
か
ら
「
受
賞
者
の
皆
様
も
ま
だ

ま
だ
現
役
で
あ
り
、
地
域
発
展
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
仲
野
議
員
、
石

井
支
庁
長
ら
が
受
賞
者
に
対
し
て
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
渡
辺
昭
氏

が
「
こ
の
た
び
の
受
賞
も
今
日
ま
で
私
達
を

導
い
て
く
れ
た
関
係
各
位
の
お
か
げ
で
あ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
地
域
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
」
と
話
し

た
。

　

計
根
別
農
業
協
同
組
合
か
ら
は
、
有
原
国

男
氏
（
西
竹
）
が
根
室
農
業
賞
を
受
賞
。
有

原
氏
は
、
高
校
卒
業
後
自
衛
隊
や
民
間
企
業

で
一
般
社
会
の
経
験
を
積
み
、
弟
の
大
学
進

学
を
機
に
酪
農
経
営
に
参
画
。
そ
の
後
、
牛

舎
建
設
や
機
械
の
導
入
を
図
る
な
ど
経
営
の

規
模
拡
大
に
着
手
し
た
。
平
成
元
年
か
ら
は

生
乳
取
引
委
員
会
、
四
年
に
は
酪
農
技
術
向

上
対
策
委
員
会
委
員
長
に
就
任
。
乳
質
向
上

の
た
め
牛
舎
内
外
環
境
共
励
会
な
ど
を
通
じ

て
経
営
改
善
の
啓
蒙
運
動
を
実
践
し
た
。
ま

た
、
有
原
氏
は
地
域
か
ら
の
人
望
も
厚
く
七

年
五
月
に
は
計
根
別
農
業
協
同
組
合
理
事
。

任
期
中
は
、
経
済
委
員
長
や
総
務
企
画
委
員

長
と
い
う
要
職
を
務
め
、
育
成
セ
ン
タ
ー
哺

育
舎
建
設
、
自
動
哺
乳
機
導
入
な
ど
地
域
の

模
範
と
な
る
育
成
技
術
の
普
及
や
預
託
事
業

の
基
盤
を
確
立
し
た
。
八
年
に
は
任
意
団
体

で
あ
っ
た
西
竹
牧
野
組
合
を
法
人
化
。
設
立

時
に
は
組
合
長
を
務
め
牧
場
内
の
施
設
整
備

や
授
精
事
業
を
実
現
さ
せ
た
。
十
年
に
は
中

標
津
町
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
、任
期
中（
九

年
間
）
は
農
地
利
用
集
積
、
農
地
流
動
化
を

精
力
的
に
推
進
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪

農
の
振
興
、
地
域
社
会
の
活
性
化
と
発
展
の

た
め
に
多
大

な
功
績
を
残

さ
れ
、
こ
の

た
び
の
根
室

農
業
賞
を
受

賞
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

酪
農
振
興
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ

有
原
氏
が
根
室
農
業
賞
受
賞受賞者代表謝辞：渡辺   昭 氏

壇上にて表彰を受ける有原夫妻

農業賞を受賞した５名 関係者らが有原氏の受賞を祝う 西澤町長の乾杯で祝宴に…
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本
別
地
区
で
は
、
開
基
八
十
周
年

と
知
床
流
本
別
酪
農
太
鼓
保
存
会
設

立
三
十
周
年
を
祝
い
、
十
月
七
日
本

別
会
館
に
て
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を

盛
大
に
開
い
た
。

　

記
念
式
典
は
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
開
封
式
か
ら
進
め
ら
れ
、
本
別
小

学
校
が
閉
校
と
な
っ
た
平
成
元
年
に

埋
設
、
掘
り
出
さ
れ
た
懐
か
し
の
品
々

が
出
席
者
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
た
。

　

式
典
・
祝
賀
会
に
移
る
と
相
澤
温

実
行
委
員
長
が
開
拓
当
時
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
本
別
地
区
の
歴
史
を

話
し
、「
本
日
を
契
機
に
新
し
い
魅

力
溢
れ
る
本
別
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
地
域
全
員
で
誓
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
功
績
を
讃
え
る
功

労
賞
な
ら
び
に
特
別
表
彰
が
行
わ

れ
、
蛭
田
忠
吉
さ
ん
、
故
中
垣
金
久

さ
ん
、
故
長
尾
良
實
さ
ん
、
北
村
正

さ
ん
、
稲
毛
三
郎
さ
ん
の
五
名
が
功

労
賞
を
受
賞
。
長
寿
を
讃
え
て
中
垣

み
ね
さ
ん
が
特
別
表
彰
を
受
賞
し

た
。

　

受
賞
者
を

代
表
し
て
蛭

田
忠
吉
さ
ん

か
ら
「
本
日

の
受
賞
は
、

み
ん
な
を
代
表
し
て
の
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
汗
と
涙
で
切
り
拓

い
た
本
別
に
感
謝
し
ま
す
」
と
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

水
沼
町
長
、
纐
纈
組
合
長
、
今
西

文
化
連
盟
会
長
ら
は
「
諸
先
輩
方
の

不
屈
の
開
拓
精
神
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
地
域
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
本
別

地
区
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

祝
宴
は
、
約
二
百
名
の
参
会
者
で

賑
わ
い
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
恩
師
や

友
人
・
知
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
、

当
時
を
振
り
返
る
懐
か
し
い
思
い
出

話
し
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ

え
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、

祝
宴
を
盛
り

上
げ
る
本
別

酪
農
太
鼓
が

披
露
さ
れ
、

若
い
世
代
の

迫
力
あ
る
演

奏
に
参
会
者

も
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
は
、
連
合
会
相
談
役
で
あ
る

北
村
正
氏
の
万
歳
三
唱
。
地
域
の
歴

史
の
節
目
と
な
る
記
念
式
典
、
祝
賀

会
が
閉
会
と
な
っ
た
。

参会者200名で地域の節目を祝う
本別開基80周年、知床流本別酪農太鼓保存会設立30周年

相澤委員長を囲んで功労賞受賞と記念撮影タイムカプセル前で当時の思い出が蘇る

受賞者代表挨拶：
蛭田忠吉氏

別海町議会議長 渡辺氏による祝杯

祝宴では当時を振り返り昔話しで
会話も弾みました

本別の伝統を受け継ぐ酪農太鼓 特別表彰受賞者：中垣みねさん
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Ｊ
Ａ
計
根
別
で
は
、
組
合

員
皆
様
へ
日
頃
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
十
月

二
十
七
日
本
年
度
で
第
二
回

と
な
る
秋
の
収
穫
味
覚
祭
を

農
協
事
務
所
裏
（
芝
生
）
に

て
開
い
た
。

　

秋
の
収
穫
味
覚
祭
は
、
昨

年
度
か
ら
開
催
さ
れ
、
購
買

部
や
Ａ
コ
ー
プ
を
中
心
に
旬

な
商
品
や
特
売
品
が
用
意
さ

れ
、
さ
ら
に
は
関
係
機
関
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
抱
負
な

商
品
が
取
り
揃
え
ら
れ
イ
ベ

ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

今
年
の
目
玉
と
な
っ
た
の
は
、
竹
ほ
う
き
、
長
靴
、
旬
な
食
材
の
地

方
発
送
。
会
場
内
は
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
長
蛇
の
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
賑

わ
い
と
な
っ
た
。
ま
た
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
呼
び
掛
け
る

青
年
部
は
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
の
牛
乳
豆
腐

の
キ
ム
チ
鍋
も
大
好
評
で
し
た
。

旬な食材と特売品を抱負に取り揃え旬な食材と特売品を抱負に取り揃え

組組合合員員かからら大大好好評評

JA計根別 秋の収穫味覚祭

旬の幸!! 秋鮭を買い求め会場は大混乱!! 根強い人気のジャガイモ、タマネギ詰め放題

地方発送の新巻 大好評!!

タイムサービスで長蛇の列!!各テナントも大繁盛!!

今年も大人気!! 竹ホーキと長靴の大安売り!! ハンバーグと牛乳を販売!!
イベントを盛り上げる青年部
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根
室
管
内
八
Ｊ
Ａ
で
は
、
根
室
地
区
酪
農
対

策
協
議
会
を
核
と
し
て
神
奈
川
県
か
ら
生
田
東

高
等
学
校
の
生
徒
二
四
○
名
を
受
け
入
れ
た
。

　

生
徒
受
入
（
酪
農
体
験
）
に
は
、
学
校
側
か

ら
「
北
海
道
の
自
然
に
触
れ
、
自
然
を
大
切
に

す
る
心
を
養
い
、
人
と
の
交
流
や
触
れ
合
い
の

素
晴
ら
し
さ
を
生
徒
た
ち
に
実
感
さ
せ
た
い
」

と
の
強
い
思
い
が
伝
え
ら
れ
、
当
農
協
と
し
て

も
三
十
二
名
の
生
徒
受
入
を
決
定
。
十
月
三
〜

五
日
ま
で
の
三
日
間
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
員
宅

（
十
六
戸
）
に
て
酪
農
体
験
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

十
月
三
日
、
Ｊ
Ａ
計

根
別
の
対
面
式
で
は
、

農
協
を
代
表
し
て
富
田

参
事
か
ら
計
根
別
の
歴

史
や
経
営
概
要
が
説
明

さ
れ
た
後
に
「
酪
農
家

で
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

は
最
初
で
最
後
の
体
験

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
計
根
別
で
の
三
日
間
を

十
分
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
組
合
員
宅
へ
と
移
動
し
た
生
徒

達
は
作
業
着
に
着
替
え
て
牛
舎
へ
と
向
か
っ

た
。
後
藤
牧
場
（
上
標
津
）
で
受
入
と
な
っ

た
小
笠
原
詩
織
さ

ん
、
加
藤
友
菜
さ

ん
は
「
牛
乳
が
出

た
ー
っ
」
と
牛
舎

で
二
人
は
大
騒

ぎ
。
仕
事
中
も「
全

て
が
感
激
」「
エ
サ
は
畳
の
臭
い
が
す
る
」「
牛

乳
嫌
い
が
直
り
そ
う
」
と
初
め
て
の
搾
乳
体
験

談
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
残
り
の

二
日
間
も
生
徒
全
員
が
酪
農
家
で
の
生
活
や
北

海
道
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

十
月
五
日

（
最
終
日
）、
酪

農
体
験
を
終
え

た
生
徒
た
ち
は

農
協
で
再
会
。

そ
れ
ぞ
れ
の
牧
場
で
の
出
来
事
な
ど
を
話
し
て

い
ま
し
た
が
、
計
根
別
で
過
ご
し
た
三
日
間
は

有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
北
海

道
（
計
根
別
）
で
の
酪
農
体
験
を
い
い
思
い
出

と
し
て
生
徒
達
が
社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
く
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
酪
農
体
験
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
組
合
員
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

生
田
東
高
の
生
徒
三
十
二
名
が

生
田
東
高
の
生
徒
三
十
二
名
が

酪
農
体
験

酪
農
体
験  

神
奈
川
県
生
田
東
高
等
学
校
受
入

神
奈
川
県
生
田
東
高
等
学
校
受
入

　

計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
新

年
度
の
営
農
計
画
書
樹
立
に
向
け
て
、

十
一
月
二
十
六
〜
二
十
八
日
の
日
程
に

よ
り
、
各
地
区
酪
対
（
三
地
区
）
単
位

で
営
農
計
画
樹
立
説
明
会
を
開
い
た
。

　

説
明
会
は
、
農
協
第
二
、三
会
議
室

に
て
開
か
れ
組
合
員
約
百
二
十
名
が
出

席
。
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
十
九
年
度
は

乳
価
下
落
、
減
産
、
国
際
的
な
情
勢
が

影
響
し
て
資
材
が
高
騰
す
る
な
ど
厳
し

い
一
年
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
年
度
は

増
産
基
調
に
よ
り
道
内
目
標
値
が
一
○

三
％
で
設
定
、
生
乳
取
引
価
格
も
値
上

げ
の
方
向
で
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
」
と
新
年
度
の
営
農
計

画
樹
立
に
向
け
て
明
る
い
話
題
も
話
さ

れ
開
会
と
な
っ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
参
事
や
各
担
当

部
長
が
詳
細
を
説
明
。
出
席
し
た
組
合

員
か
ら
「
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
次

年
度
も
不
安
」「
油
類
な
ど
の
価
格
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
し
て
欲
し

い
」「
乳
価
は
上
が
る
の
か
」
な
ど
新

年
度
の
営
農
計
画
樹
立
に
向
け
て
多
く

の
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
現
状

の
乳
量
や
乳
価
を
考
え
る
と
新
年
度
の

収
支
も
厳
し
い
が
、
経
営
に
も
う
ひ
と

工
夫
を
加
え
、
正
直
な
気
持
ち
で
家
族

み
ん
な
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
欲
し

い
」
と
話
さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。　

経営にもうひと工夫、家族みんなで取り組む一年を

営農計画樹立説明会

酪農体験を終えた生徒達　　　　　
　　　　　農協や組合員との閉会式

酪農家の生活に大満足の小笠原さんと加藤さん!!牛舎で牛にも慣れました!!
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白黒通信
計根別乳牛改良連合会

　

計
根
別
農
協
乳
牛
改
良
連
合
会
主
催

に
よ
る
第
三
十
一
回
Ｊ
Ａ
計
根
別
Ｂ
＆

Ｗ
シ
ョ
ウ
が
十
月
四
日
農
協
共
進
会
場

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の

共
進
会
日
和
と
な
っ
た
。審
査
員
に
は
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
・
ブ
リ
ー

ダ
ー
ズ
・
サ
ー

ビ
ス
（
株
）
の

竹
田
秀
臣
氏
を

招
き
、
正
確
か

つ
迅
速
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
は
出
陳
頭
数
約
一

○
○
頭
。
会
員
や
各
同
志
会
ら
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
各
部
と
も
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
ら
れ
る
シ
ョ
ウ
と
な
っ
た
。

　

結
果
は
、
ヒ
ル
タ
ビ
ュ
ー
Ｍ
Ｂ
Ｂ
フ

ラ
ニ
ー
号
が
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
栄
誉
に
輝
き
、
蛭
田
健
太
郎

氏
が
二
年
連
続
で
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し

た
。
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
家
畜
消
流
セ
ン
タ
ー
所
有
の

カ
ー
ド
ア
ス
ク
リ
ュ
ー
デ
ン
デ
ィ
号
と

な
り
、
初
め
て
の
タ
イ
ト
ル
獲
得
に
関

係
者
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

ま
た
、
経
産
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ

た
南
部
地
区
が
二
年
連
続
で
団
体
戦
を

制
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
各
団
体
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
協
力
（
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る

の
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
無
料
配
布
や
Ａ

コ
ー
プ
計
根
別
店
に
よ
る
乳
製
品
販
売

（
白
い
プ
リ
ン
））

や
計
根
別
小
学
校

の
共
進
会
見
学
に

よ
る
子
供
達
か
ら

の
応
援
も
あ
り
Ｂ

＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

（シニアグランドチャンピオン）
　ヒルタビュー　ＭＢＢ　フラニー　　　　　　　　　　蛭田健太郎
（シニアリザーブチャンピオン）
　スターフィールド　ヒンペル　キャスパー　エリー　　星野　　淳
（ジュニアグランドチャンピオン）
　カードア　スクリュー　デンディ　　　　　　　　　　家畜消流センター
（ジュニアリザーブチャンピオン）
　ケネカランド　ペーシャス　クレア　　　　　　　　　ケネカランド

　１部１位　グルービー　ティーコート　アネスト　　　家畜消流センター
　２部１位　ＨＥＦ　マック　プレッツエル　ＥＴ　　　ハイエストファーム
　３部１位　ケネカランド　ペーシャス　クレア　　　　ケネカランド
　４部１位　メモリー　セプ　マーシャ　　　　　　　　北村　　篤
　５部１位　カードア　スクリュー　デンディ　　　　　家畜消流センター
　６部１位　ＨＥＦ　クリス　ランページ　　　　　　　ハイエストファーム
　７部１位　メルティリッジ　ダンディー　トミー　　　本田　正志
　８部１位　メモリー　マリオ　ストーリー　　　　　　北村　　篤
　９部１位　ヒルタビュー　ＭＢＢ　フラニー　　　　　蛭田健太郎
　10部１位　ヒルタビュー　ロレッタ　ポドンク　　　　蛭田健太郎
　11部１位　ＫＩＦ　マスコット　ダーハム　　　　　　加藤　　司　

シニアは２年連続ヒルタビュー、シニアは２年連続ヒルタビュー、
ジュニアは消流センターが初タイトルジュニアは消流センターが初タイトル

第31回ＪＡ計根別Ｂ＆Ｗショウ

審査員：竹田秀臣氏

審査前の入念な調整!!

共進会を見学する子供たち!!

ジャッジが気になる会員、
北村壮くん大健闘!!

４部も激戦!! リードマンも緊張の一瞬!! 消流センターが初のジュニアチャンピオンに…

シニアのTOP2 ヒルタビューとスターフィールド

今年のブラックも無事終了!!
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手
つ
な
ぎ
の
会
で
は
、
十
月
十
一
日
中
標
津

町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
第
八
回
〝
手
つ
な
ぎ
ふ

れ
あ
い
会
〞
を
盛
大
に
開
い
た
。

　

こ
の
日
は
、計
根
別
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
五
十
一
名
が
出
席
。
手
つ
な
ぎ

会
員
や
農
協
女
子
職
員
十
五
名
が
前
日
よ
り
材

料
を
仕
込
み
、
心
を
込
め
た
美
味
し
い
手
料
理

で
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。
美
味
し
い
料
理
を
食

べ
た
参
加
者
は
、
食
後
に
軽
い
体
操
と
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
組

合
長
自
ら
が
足
の
不
自
由
な
参
加
者
に
賞
品
を

席
ま
で
届
け
ら
れ
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
満
点
。
田

中
繁
子
さ
ん
か
ら
は
華
麗
に
舞
う
日
本
舞
踊
が

披
露
さ
れ
い
ず
れ
も
大
好
評
と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
会
の
締
め
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

参
加
者
全
員
に
よ
る
〝
ふ
る
さ
と
〞
の
合
唱
。

参
加
者
が
目
を
細
め
て
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
つ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
真

剣
な
表
情
で
〝
ふ
る

さ
と
〞
を
熱
唱
。

　

閉
会
に
あ
た
っ

て
は
、
参
加
者
か
ら

「
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を

頂
き
、
出
席
者
全
員

が
満
足
し
て
く
れ

た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

心を込めた手料理と
楽しい余興でおもてなし

第８回手つなぎふれあい会

纐纈組合長の乾杯で食事を頂く会員

軽い運動で体もリフレッシュ !!

田中繁子さんから日本舞踊が披露 食事の準備に大忙しの手つなぎ会員 開場を待ちわびる出席者!!

美味しい料理に大満足の出席者、テーブルには食べきれないほどのご馳走が… ビンゴゲームでサービス満点の組合長



共済組合から乳房炎に対する知識を学ぶ出席者
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十
一
月

二
十
七
日
、

Ｊ
Ａ
計
根
別

女
性
部
で

は
、
ふ
ぁ
ー

ま
っ
く
二
階

に
て
お
花
講

習
会
を
開

き
、
女
性
部

員
二
十
六
名

が
参
加
し

た
。

　

講
師
に

は
、
清
里
町

〝
花
い
ち
も
ん
め
〞
か
ら
二
名
の
講
師
を
招
き
、
麦

と
ポ
プ
リ
を
使
っ
た
リ
ー
ス
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
。
リ
ー
ス
は
思
っ
た
よ
り
簡
単
で
あ
り
、
短
時
間

で
仕
上
が
っ
た
部
員
は
大
満
足
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

的
な
リ
ー
ス
を
完
成
さ
せ
、
今
年
の
お
花
講
習
会
を

終
了
し
た
。　

個性的なリースを完成
～ JA計根別女性部～

女性のための講習会
～根室地区農業共済組合主催～

　

十
月
三
十
日
、
中
標
津
町
〝
寿
宴
〞

に
て
共
済
組
合
主
催
に
よ
る
女
性
の
た

め
の
講
習
会
が
開
か
れ
た
。

　

講
習
会
は「
牛
の
乳
房
炎
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
杉
山
獣
医
師
が
笑
い
を
誘
う

ト
ー
ク
で
約
一
時
間
半
の
講
義
と
な
っ

た
。

　

講
習
中
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣

に
聞
き
入
る
場
面
も
多
く
、
積
極
的
に

質
問
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。ま
た
、

会
場
で
は
質
問
し
難
い
と
い
う
方
の
た

め
に
質
問
用
紙
が
用
意
さ
れ
、
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
か
郵
送
に
て
回
答
で
き
る
な
ど
の

配
慮
も
あ
り
ま
し
た
。

　

青
葉
会
で

は
、
釧
路
管

内
で
自
ら
が

生
産
し
た
生

乳
を
使
っ
て

乳
製
品
を
販

売
す
る
事
例

を
視
察
し
よ
う
と
十
月
五
〜
六

日
に
か
け
て
九
名
の
部
員
が
視

察
研
修
会
に
参
加
し
た
。

　

視
察
は
、
阿
寒
町
の
（
有
）

丹
羽
牧
場
、
手
作
り
ア
イ
ス
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
を

販
売
す
る
店
舗
「
あ
っ
か
ん
べ

え
ー
」
を
訪
れ
、
経
営
内
容
を

丹
羽
代
表
か
ら
聞
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

丹
羽
代
表
は〝
瓶
牛
乳
〞を
作
る
こ
と
が
夢
で

あ
り
、
悩
ん
だ
末
に
決
心
し
た
そ
う
で
す
。
店

を
開
店
す
る
に
あ
た
っ
て
観
光
客
を
い
か
に
掴

む
か
を
考
え
、
イ
モ
販
売
や
イ
モ
掘
り
体
験
な

ど
を
実
施
し
た
。
今
で
は
お
客
さ
ん
の
心
理

も
判
る
よ
う
に
な
り
、

色
々
な
案
が
生
ま
れ
て

く
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
初
は
反
対
し
て
い

た
奥
さ
ん
も
朝
の
牛
舎

仕
事
を
終
え
て
か
ら

店
の
責
任
者
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

乳製品販売の夢を実現した
阿寒町「あっかんべえー」視察

～ JA計根別女性部 青葉会～

丹羽代表の説明を聞く参加者

食事と会話を楽しむ女性部員

気の合う仲間と楽しいリースづくり

花いちもんめさんから指導を受ける出席者
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女
性
部
緑
会

で
は
、
十
一
月

に
開
催
さ
れ

る
女
性
リ
ー

ダ
ー
研
修
会

（
家
の
光
を
活
用
し
た
作
品
展
示
）
に
向
け
て
九

月
二
十
一
、二
十
五
日
の
二
日
間
に
渡
り
、
農
協

和
室
に
て
〝
布
草
履
〞
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

布
草
履
づ
く
り
に
は
、
女
性
部
役
員
や
緑
会
会

員
ら
の
六
名
が
参
加
。
家
で
使
わ
な
く
な
っ
た
タ

オ
ル
や
着
物
生
地
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
編
み
始
め

は
慣
れ
な
い
作
業
で
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
色
や
素
材
の
草
履
が
見
事
に
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

作品展示に向けて
布草履づくりに取り組む
～ JA計根別女性部 緑会～

　

十
一
月
二
十
六
日
、
緑
会
は
乳
肉
製

品
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
畜
産

食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
計
根
別
）

に
て
乳
肉
製
品
加
工
研
修
会
を
開
い

た
。

　

こ
の
日
は
、
緑
会
の
会
員
七
名
が
参
加
、
ス
ト
リ
ン

グ
チ
ー
ズ
（
十
二
㎏
）
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
（
十
二
㎏
）
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
研
修
会
に
初
め
て
参
加

し
た
会
員
は
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
腸
詰
め
や
慣
れ
な

い
作
業
に
苦
労
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
出
来
上

が
っ
た
チ
ー
ズ
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
に
大
喜
び
、
思

わ
ず
「
美
味
し
そ
う
」

と
い
う
言
葉
も
聞
こ
え

て
く
る
ほ
ど
で
し
た
。

消費拡大を目的に加工研修会開催
～ JA計根別女性部 緑会～

　

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で

は
、
十
月
二
十
九
〜
三
十
日
に
川
湯
観
光
ホ
テ
ル
に
て

平
成
十
九
年
度
根
室
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
研
修
会
を

開
い
た
。

　

当
農
協
女
性
部
か
ら
漆
原
弘
子
さ
ん
と
松
田
あ
ゆ
み

さ
ん
の
二
名
が
参
加
し
た
。
研
修
会
初
日
は
夕
方
か
ら

の
懇
親
会
、
管
内
部
員
十
五
名
、
地
区
副
会
長
や
事
務

局
を
含
め
た
二
十
四
名
で
親
睦
を
深
め
た
。

　

翌
日
は
、
ワ
ミ
レ
ス
が
講
師
と
な
り
「
メ
イ
ク
講
習

会
」
を
開
催
。
個
人
毎
に
メ
イ
ク
指
導
が
な
さ
れ
る
な

か
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合
わ
せ
た
化
粧
や
メ
イ

ク
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

メイクを学び、親睦を深めた研修会
～平成19年度根室地区フレッシュミズ研修会～

メイクさんの指導により大変身!! メイクの技術を学んだ研修会

北村照子さんの指導により見事に完成!! 慣れない作業に悪戦苦闘!!

腸詰め作業に真剣に取り組む会員伸ばして伸ばして見事に完成したストリングチーズ!!
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十
一
月

二

十

一

日
、
別
海

町
中
央
公

民
館
で
第

三
十
五
回

別
海
町
酪

農
女
性
の

つ
ど
い
が
開
か
れ
、
当
女
性
部
の

三
役
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
日
は
、『
新
町
長
抱
負
を

語
る
』
と
題
し
て
、
現
在
の
酪
農

情
勢
や
生
活
関
連
の
施
策
が
話
さ

れ
、
今
後
の
酪
農
経
営
、
病
院
・
福
祉
、
ゴ
ミ

処
理
問
題
な
ど
町
と
し
て
の
取
り
組
み
内
容
を

学
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
・

デ
ザ
ー
ト
の
実
演
と
試
食
会
。
当
女
性
部
か
ら

〝
牛
乳
手
打
ち
う
ど
ん
〞
と
〝
ヨ
ー
グ
ル
ト
味

噌
漬
け
〞
が
紹
介
さ
れ
た
。
試
食
し
た
参
加
者

か
ら
「
う
ど
ん
に
牛
乳
の
臭
み
も
無
く
美
味
し

い
」「
漬
物
も
浅
漬
け
み
た
い
に
簡
単
」「
美
味

し
い
か
ら
作
っ
て
み
よ
う
」
と
評
価
さ
れ
と
て

も
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
作
品
展
示
に

は
緑
会
か
ら
布
草
履
、

小
林
誉
子
さ
ん
の
お
手

玉
や
エ
コ
バ
ッ
ク
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
二
日
、
女
性
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
、
別
海
農
漁
村
加

工
体
験
施
設
に
て
パ
ン
と
ソ
ー
セ
ー

ジ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
九

名
が
参
加
。
加
工
セ
ン
タ
ー
職
員
の

指
導
の
も
と
わ
い
わ
い
楽
し
み
な
が

ら
、
あ
ん
パ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
パ
ン
、

バ
タ
ー
ロ
ー
ル
な
ど
五
種
類
の
パ
ン

を
焼
き
上
げ
た
。　

ま
た
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
づ
く
り
で

は
腸
詰
め
な
ど
の

作
業
に
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
が
、
美

味
し
そ
う
な
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
沢
山
作

り
、
参
加
者
も
大

満
足
の
一
日
と

な
っ
た
。

焼き立てパンとソーセージに大満足
～フレッシュミズパンづくり～

　

十
一
月
十
二
〜
十
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

オ
テ
ル
・
ド
・
レ
ー
ゼ
ン
サ
ッ
ポ
ロ
に
て
「
Ｊ
Ａ

全
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
家
の
光
大
会
」
が

開
か
れ
、
当
女
性
部
か
ら
二
名
（
渡
辺
広
美
、
長

谷
川
希
美
）
が
参
加
し
た
。

　

大
会
初
日
は
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
映
画
が
上
映
さ
れ
、
札
幌
地
方
検
察
庁
の
講

師
に
よ
り
三
十
分
の
講
演
を
聞
く
こ
と
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
女
性
部
活
動
を
テ
ー
マ
に
Ｊ
Ａ
全
中

米
本
氏
か
ら
Ｊ
Ａ
女
性

組
織
の
現
状
や
組
織
活

動
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ

た
。
特
に
、
新
三
ヶ
年

計
画
で
は
地
産
地
消
や

食
農
教
育
な
ど
地
域
住

民
、
若
い
世
代
、
家
族

ら
と
と
も
に
活
動
を
実

践
し
よ
う
と
呼
び
掛
け

た
。
さ
ら
に
活
動
成
果

の
検
証
、
活
動
の
工
夫
な
ど
の
重
要
性

を
再
確
認
し
た
。

　

翌
日
の
研
修
会
で
は
、
家
の
光
協
会

に
よ
る
表
彰
と
情
勢
報
告
。
研
修
会
に

移
る
と
Ｎ
Ｐ
北
海
道
フ
ル
ー
ル
Ｒ
た
け

だ
り
ょ
う
さ
ん
を
講
師
に
草
花
に
よ
る

染
物
体
験
が
実
施
さ
れ
、
少
し
緊
張
ぎ

み
に
作
業
を
進
め
る
参
加
者
で
し
た

が
、
初
め
て
の
体
験
に
と
て
も
満
足
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

平成19年度
JA全道女性リーダー研修会、家の光大会

～ JA北海道女性協議会～

美味しそうなパンの出来上がり!!

とても楽しそうな出席者!! 作業中も大爆笑!!

懇親会で交流を深めて…染物体験にチャレンジする二人!!

うどんと漬物を用意する二人!!

試食会も大好評!!
株田さんも思わず〝ニッコリ〟

新町長が抱負語り、
試食会で消費拡大を呼び掛ける
～第35回別海町酪農女性のつどい～
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計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
巡
回
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
組
合
員
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
十

月
二
十
二
日
農
協
第
二
、三
会
議
室
に
て
生
活
習

慣
病
検
診
二
次
検
診
を
開
い
た
。　

　

二
次
検
診
は
、
本
年
度
の
巡
回
ド
ッ
ク
検
診
結

果
を
も
と
に
対
象
者
と
の
面
談
が
行
わ
れ
た
。
午

後
か
ら
は
、
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
知
識
を
高
め

よ
う
と
巡
回
ド
ッ
ク
受
診
者
全
員
を
対
象
に
結
果

説
明
会
が
開
か
れ
約
三
十
二
名
の
組
合
員
さ
ん
ら

が
出
席
。
講
師
に
は
別
海
町
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健

師
三
名
、
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
一
名

を
招
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
検
査
内
容
が
説
明

さ
れ
、
出
席
者
に
対
す
る
健
康
管
理
指
導
が
行
わ

れ
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
結
果

説
明
会
も
例
年
参
加
者

が
多
く
、
今
年
は
男
性

の
参
加
者
が
半
数
以
上

と
な
り
、
自
ら
の
健
康

管
理
を
考
え
る
組
合
員

さ
ん
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
今
後

も
一
人
で
も
多
く
の
組

合
員
さ
ん
が
巡
回
ド
ッ

ク
を
受
診
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
別
海
町
計
根
別
サ
ブ
集
落
は
、
酪

農
経
営
の
先
進
的
な
事
例
を
視
察
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
協
定
者
の
家
族
（
女

性
）
を
対
象
に
十
月
二
十
九
日
標
茶
、
中
標

津
町
方
面
に
て
視
察
研
修
会
を
行
い
、
女
性

二
十
八
名
、
事
務
局
二
名
の
合
計
三
十
名
が

参
加
し
た
。

　

視
察
一
件
目
は
虹
別
の
千
葉
牧
場
。
十
六

年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
（
三
十
頭
）
導

入
後
、
出
荷
乳
量
二
○
○
○
ｔ
。
労
働
力
は

本
人
夫
婦
と
従
業
員
七
名
。
生
乳
生
産
や
繁

殖
状
況
を
従
業
員
と
毎
月
確
認
、
合
わ
せ
て

経
営
の
課
題
抽
出
も
行
う
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

ま
た
、
千
葉
さ
ん
は
一
つ
の
職
場
作
り
や

人
を
上
手
く
使
う
た
め
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
学

び
「
従
業
員
の
ケ
ア
が
重
要
。
何
で
も
話
し

合
え
る
環
境
が
大
切
」
と
話
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、

経
営
以
外
で

は
酪
農
女
性

を
育
て
る
会

（
ル
ビ
ー
の

会
）に
参
加
。

夫
婦
二
人
で

営
農
計
画
を

樹
立
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

次
の
視
察
は
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
町
管
轄
の
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
。
敷
地
面
積
四
㌶
、
総
事
業

費
七
億
五
千
万
円
を
費
や
し
、
バ
ン
ガ
ー

二
十
四
基
を
始
め
と
す
る
施
設
や
機
械
を
導

入
。
現
在
は
十
五
戸
の
酪
農
家
に
一
日
二
回

の
飼
料
を
供
給
。
料
金
体
系
も
一
日
九
三
○

円
（
一
頭
あ
た
り
）
で
設
定
さ
れ
て
い
た
。

給
与
メ
ニ
ュ
ー
も
三
パ
タ
ー
ン
設
定
さ
れ
、

サ
イ
レ
ー
ジ
混
合
割
合
も
一
番
七
○
％
、
二

番
三
○
％
。
一
頭
あ
た
り
の
乾
物
摂
取
量
を

二
二
・
五
㎏
と
し
て
供
給
さ
れ
毎
日
の
作
業

と
な
る
サ
イ
レ
ー
ジ
の
水
分
測
定
は
怠
ら
な

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
千
葉
牧
場
で
は
人
を
上
手
く
使

い
、
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
家
族
（
従
業
員

を
含
む
）
が
一
つ
に
な
っ
て
経
営
に
取
り
組

む
優
良
事
例
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
は
労
働

力
や
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
手
法
を
学

ぶ
貴
重
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

家族経営の大切さと
経営戦略を学んだ研修会
中山間別海町計根別サブ集落女性視察研修会

組
合
員
家
族
三
十
二
名
が

健
康
管
理
指
導
を

生
活
習
慣
病
検
診
二
次
検
診
、結
果
説
明
会

TMRセンターの長渕代表に
施設内を案内される出席者

施設内を見学、経営の考え方を学ぶ

30頭ロータリーパーラーを見学
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食
を
育
み
、
秋
の
味
覚
で

　

交
流
を
深
め
た〝
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
〞

　

十
月
二
十
三
日
、
中
標
津
農
業
高

校
調
理
室
に
て
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
育

て
た
野
菜
を
食
材
に
調
理
実
習
を

行
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
有
原
、
笹
島
、
河
合
、

小
西
の
四
名
と
生
徒
三
名
が
参
加
。

五
月
の
野
菜
（
苗
）
作
付
け
か
ら
約

五
ヶ
月
間
、
農
業
高
校
の
ご
協
力
に

よ
り
無
事
野
菜
の
収
穫
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
先
生
や
生
徒
の
皆

様
と
収
獲
し
た
野
菜
で
秋
の
味
覚
を

楽
し
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ジ
ャ
ー
マ

ン
ポ
テ
ト
、
ポ
ト
フ
、
ポ
テ
ト
ツ
ナ

グ
ラ
タ
ン
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
四

品
。
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
に
担
当
を
決

め
調
理
を
開
始
。
生
徒
と
メ
ン
バ
ー

は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
作
業
は
と
て

も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
料
理
を
み
ん
な
で
試
食
す

る
と
〝
美
味
し
い
〞
の
連
発
で
調
理

さ
れ
た
四
品
全
て
が
完
食
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
初
め
て
の
試
み
と

な
っ
た
〝
食
育
〞
活
動
を
通
じ
て
地

元
農
業
高
校
か
ら
多
く
の
事
を
学

び
、
次
年
度
に
向
け
て
も
先
生
や
生

徒
の
皆
様
と
の
〝
つ
な
が
り
〞
を
大

切
に
食
育
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま

す
。

 
出
来
立
て
パ
ン
の
美
味
し
さ
に
大
満
足

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
パ
ン
づ
く
り
講
習
会

　

十
月
二
十
九
日
、
え
ふ
す
う
ぃ
ー
る
は
別

海
農
漁
村
加
工
体
験
施
設
に
て
パ
ン
づ
く
り

講
習
会
を
開
い
た
。

　

講
習
会
に
は
、
メ
ン
バ
ー
四
名
、
事
務
局

一
名
が
参
加
。
カ
ス
テ
ラ
、あ
ん
パ
ン
、ソ
ー

セ
ー
ジ
パ
ン
、
ロ
ー
ル
パ
ン
、
食
パ
ン
の
五

品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
以
前
に
も
パ
ン
づ
く
り
の

経
験
が
あ
り
、
作
業
行
程
の
迷
い
こ
そ
あ
り

ま
し
た
が
手
際
良
く
作
業
を
進
め
た
。
調
理

中
も
講
師
（
館
内
さ
ん
）
と
の
会
話
も
弾
み
、

と
て
も
〝
ひ
ょ
う
き
ん
〞
な
講
師
と
え
ふ
メ

ン
バ
ー
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

休
憩
時
（
昼
休
み
）
に
は
、
出
来
立
て
の

ロ
ー
ル
パ
ン
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
パ
ン
を
試
食
。

こ
の
場
で
な
い
と
味
わ
え
な
い
美
味
し
さ
に

メ
ン
バ
ー
も
大
満
足
。

　

最
後
に
、
約
四
時
間
の
長
い
作
業
を
終
え

た
メ
ン
バ
ー
で
し
た

が
、
出
来
立
て
パ
ン

の
美
味
し
さ
に
「
ま

た
す
ぐ
に
で
も
パ
ン

を
焼
き
た
い
」
と
の

気
持
ち
を
残
し
て
講

習
会
が
終
了
し
ま
し

た
。

熱心に作業を進めるメンバー

パンにゴマをトッピング、これはあんパンかな？こんがり焼けた美味しそうな食パン

調理で先生や生徒と交流!!

美味しい料理に大満足のメンバー
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元
気
な
園
児
た
ち
と
楽
し
く
学
習
会

ふ
れ
あ
い
学
習
会

　

十
一
月
七
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る

は
今
年
も
計
根
別
幼
稚
園
に
て
ふ
れ
あ

い
学
習
会
を
開
い
た
。

　

幼
稚
園
に
着
い
た
メ
ン
バ
ー
を
迎
え

て
く
れ
た
の
は
園
児
た
ち
の
〝
笑
顔
〞。

幼
稚
園
の
み
ん
な
は
今
年
も
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に

は
メ
ン
バ
ー
も
感
激
。
学
習
会
に
も
力

が
入
り
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
初
め
は
紙
芝
居
。
ど
の
園

児
も
紙
芝
居
を
見
る
目
は
と
て
も
真
剣

で
し
た
。ク
イ
ズ
で
は
、去
年
二
択
だ
っ

た
問
題
を
三

択
に
変
更

し
て
難
易
度

ア
ッ
プ
。
え

ふ
メ
ン
バ
ー

の
狙
い
通
り

に
園
児
も
大

苦
戦
。
正
解

の
絵
を
見
て

飛
び
跳
ね
喜

ぶ
姿
が
と
て

も
印
象
的
で

し
た
。
さ
ら

に
塗
り
絵
の

号
令
が
か
か

る
と
み
ん
な

は
一
斉
に
ク

レ
ヨ
ン
を
取

り
に
走
り
出
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は

自
由
な
発
想
で
好
き
な
色
を
塗
り
と
て

も
個
性
的
な
絵
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
が
話
し
か
け
る
と
嬉
し
そ
う

に
答
え
、
子
ど
も
た
ち
と
メ
ン
バ
ー
の

間
で
「
出
来
た
よ
ー
」「
あ
ら
、
上
手

に
出
来
た
ね
」
と
い
う
会
話
や
塗
り
絵

以
外
の
話
し
も
沢
山
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
園
児
た
ち
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
一
人
ず
つ
に
手
渡
し

ま
し
た
が
、
先
生
に
言
わ
れ
な
く
て
も

園
児
達
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
を
終
え
た
メ
ン
バ
ー
を
園
児

が
元
気
に
お
見
送
り
。
子
供
た
ち
か
ら

沢
山
の
元
気
を
貰
っ
た
学
習
と
な
り
ま

し
た
。

 

管
内
の
仲
間
が
集
結
、新
た
な
仲
間
と
交
流
を
深
め
て

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
管
内
交
流
会

　

十
一
月
十
三
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
は
根
室
管
内
の
女
性
酪

農
後
継
者
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
管
内
交
流
会
を
開
い
た
。

　

交
流
会
に
は
、
メ
ン
バ
ー
五
名
、
事
務
局
二
名
、
Ｊ
Ａ
中
春
別

の
中
村
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
標
津
の
福
本
さ
ん
、
川
村
さ
ん

の
十
一
名
が
参
加
。
乳
製
品
を
使
っ
た
調
理
実
習
に
よ
り
交
流
会

が
進
め
ら
れ
た
。　
　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、ミ
ル
ク
鍋
、チ
ー

ズ
春
巻
き
、
か
ぼ
ち
ゃ
だ
ん
ご
、
い
も
だ
ん
ご
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ

テ
ト
、
カ
ル
ピ
ス
二
種
類
。
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
に
担
当
を
決
め
、

講
師
の
大
畑
普
及
員
の
号
令
に
よ
り
調
理
が
開
始
さ
れ
た
。

　

調
理
中
は
、
私
生
活
で
の
会
話
が
多
く
、
話
し
も
弾
む
参
加
者

は
す
ぐ
に
溶
け
込
み
、
以
前
か
ら
知
り
合
い
の
よ
う
な
雰
囲
気
で

し
た
。

　

ま
た
、
中
村
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
、
福
本
さ
ん
の
三
人
は
後
継
者
、

川
村
さ
ん
が
大
阪
か
ら
の
実
習
生
と
の
事
で
あ
り
、
試
食
会
を
終

え
た
夕
方
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
仕
事
の
会
話
な
ど
で
交
流
を
深
め
「
ま

た
参
加
し
た
い
の
で
、
声
を
か
け
て
下
さ
い
ね
」
と
嬉
し
い
一
言

で
交
流
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
日
の
夜
に
は
〝
居
酒
屋
隠
れ
家
〞
に
て
親
睦
会

も
実
施
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
か
ら
遠
藤
さ
ん
（
後
継
者
）、
渋
谷

さ
ん
（
京
都
出
身
の
実
習
生
）、
以
前
か
ら
交
流
の
あ
る
小
林
さ

ん
（
置
戸
町
後
継
者
）
ら
が
出
席
。
酪
農
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て

新
た
な
二
名
の
仲
間
や
管
外
の
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
二
人
も
「
来
る
ま
で
は
と
て
も
緊
張
し
て
い

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
己
紹
介
中
に
は
積
極
的
に
質
問

す
る
な
ど
、
す
ぐ
に
み
ん
な
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
ま
で
は
「
ど
ん
な
人
が
来
る
の
だ
ろ
う
」「
ど
ん
な
交
流

会
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
毎
日
が
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん

な
不
安
も
仲
間
が
集
ま
れ
ば
全
て
解
消
。
だ
か
ら
同
じ
気
持
ち
を

持
つ
人
が
一
人
で
も
多
く
集
ま
り
、
み
ん
な
の
〝
力
〞
で
酪
農
を

支
え
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぬり絵に夢中の子供たち クイズに大喜びの園児たち

えふ・すうぃーるから乳製品グッズが配られて

親睦会で記念撮影新たな仲間と調理や試食を通じて交流が深まりました
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十
一
月
十
四

日
、
青
年
部
大

成
支
部
と
本
別

支
部
で
は
支
部

や
部
員
間
の
親

睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
毎

年
恒
例
と
な
っ

た
親
睦
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
ウ

コ
ウ
ボ
ウ
ル
に

て
開
い
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
は
、
青
年

部
員
三
十
名
、

職
員
七
名
が
参
加
。
部
員
と
職
員
と
の
交

流
も
深
ま
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
と
な
っ

た
。

　

こ
の
日
は
、
二
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
で
勝

敗
を
競
い
、
各
レ
ー
ン
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
巻

き
起
こ
る
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
た
。

　

最
後
に
、
今
年
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
常
勝
組
の
ス

コ
ア
が
振
る
わ
ず
、
激
戦
の
す
え
斉
藤
浩
平
く
ん
が
勝

利
を
掴
み
、
上
位
三
名
が
計
根
別
を
代
表
し
て
管
内
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　
【
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
結
果
】

　
　

優　

勝　

斉
藤
浩
平
く
ん
（
大　

成
）

　
　

準
優
勝　

宍
戸
一
哉
く
ん
（
大　

成
）

　
　

三　

位　

本
田　

勉
く
ん
（
養
老
牛
）

　

青
年
部
上
標
津
支
部
と
養

老
牛
支
部
の
担
当
に
よ
り
、
体

力
増
進
や
部
員
間
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
十
月
九
日

農
協
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
を
開
い
た
。

　

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
に
は
部
員
や

事
務
局
を
含
め
た
三
十
名
が
参

加
。
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
親

睦
試
合
が
始
ま
っ
た
。

　

参
加
者
は
親
睦
試
合

を
楽
し
み
ワ
キ
ア
イ
ア

イ
と
し
た
雰
囲
気
で

ゲ
ー
ム
を
進
め
た
。
ま

た
、
プ
レ
ー
中
は
ゲ
ー

ム
に
熱
中
す
る
部
員
も

多
く
、
張
り
切
り
過
ぎ

の
部
員
ら
は
普
段
の
運

動
不
足
か
ら
体
の
違
和

感
（
筋
肉
痛
？
）
を
訴

え
る
な
ど
年
々
若
さ
も

衰
え
る
世
代
が
増
え
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
終
了

後
は
、
正
美
公
園
に
て

焼
肉
を
囲
ん
で
の
懇
親

会
。
支
部
の
垣
根
を
越

え
て
部
員
間
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

青
年
部

計
根
別
支

部
と
西
竹

支
部
で
は

ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て

部
員
間
の

親
睦
を
深

め
よ
う
と

十
一
月
七

日
中
標
津

町
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
い

た
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
に
は
部
員
や
事
務
局
を
含
め
た

三
十
三
名
が
参
加
。
役
員
や
支
部
ご
と
に
チ
ー

ム
が
編
成
さ
れ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
て
試

合
が
進
め
ら
れ
た
。

　

試
合
中
に
部
員
が
肉
離
れ
を
起
こ
す
な
ど
の

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に

ミ
ニ
バ
レ
ー
を
す
る
参
加
者
も
多
く
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、勝
敗
に
つ
い
て
は
養
老
牛
チ
ー
ム（
二

チ
ー
ム
）
の
圧
勝
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
年

寄
り
三
役
チ
ー
ム
が
ま
さ
か
の
優
勝
を
収
め
る

大
波
乱
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

親睦と交流を深めたボウリング大会

 

大
波
乱
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
む

キックベースと焼肉で親睦を深めて
JA計根別青年部

渾身の力を込めた岡崎くんのキック!!ゲーム終了後は焼肉を囲んで懇親会

浩平くん優勝おめでとう!! 満面な笑顔のメタボ３兄弟

親睦を深めたミニバレー !!
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青
年
部
で
は
、
本
年
度
も
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
牛
乳
の
消
費
拡

大
を
呼
び
掛
け
よ
う
と
十
月
十
四

日
計
根
別
〜
中
標
津
線
の
道
道
沿

い
に
ロ
ー
ル
看
板
を
設
置
し
た
。

　

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ロ
ー
ル
看
板
づ
く
り
順
調
に
進

み
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ロ
ー
ル

運
び
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
ブ
ラ
シ

カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
草
刈
り
な
ど
手

際
良
く
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
標
語
も
青
年
部

の
各
支
部
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募

集
、
役
員
会
で
内
容
を
検
討
し
た

結
果「
乳
製
品
で
メ
タ
ボ
解
消
！
」

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
計
根
別
支

部
か
ら
の
提
案
で
あ
り
、
役
員
会

か
ら
も
短
め
で
判
り
易
く
、
イ
ン

パ
ク
ト
も
強
い
、
さ
ら
に
は
健
康

食
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
最

適
と
判
断
さ
れ
採
用
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　

こ
の
ロ
ー
ル
看
板
を
見
て
一
人

で
も
多
く
方
が
牛
乳
や
乳
製
品
を

消
費
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

健康食イメージを高め消費拡大
JA計根別青年部ロール看板設置JA計根別青年部ロール看板設置

　

地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
で
は
、
十
一
月

二
十
日
寿
宴
に
て
根
室
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部
大

会
を
開
い
た
。

　

青
年
部
大
会
に
は
、
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部
の

盟
友
や
事
務
局
を
含
め
て
約
百
三
十
名
が
出

席
し
た
。

　

青
年
部
大
会
は
佐
々
木
会
長
の
挨
拶
で
開

会
さ
れ
、
記
念
講
演
で
は
Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
専

務
理
事
森
川
和
徳
氏
が
講
師
を
務
め
大
会

テ
ー
マ
で
あ
る
〝
活
力
あ
る
青
年
部
、Ｊ
Ａ
、

地
域
創
造
の
た
め
に
〞
と
題
し
て
農
業
・
組

織
・
個
性
に
つ
い
て
の
講
話
と
な
っ
た
。

　

昼
食
後
は
、
交
流
・
情
報
交
換
を
通
じ
て

地
域
や
自
ら
の
課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
分

科
会
が
開
か
れ
、
酪
農
政
策
、
経
営
改
善
、

青
年
部
組
織
、
次
世
代
を
テ
ー
マ
に
四
分
科

会
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

活
動
実
績
発
表
で
は
、
Ｊ
Ａ
根
室
青
年
部

が
後
継
者
対
策
事
業「
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
根
室
」

の
活
動
事
例
を
発
表
。花
嫁
対
策
の
現
状
や

今
後
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

最
後
は
、
各
青
年
部
か
ら
力
自
慢
の
盟
友

を
集
め
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
開
か

れ
、
全
道
大
会
出
場
の
キ
ッ
プ
を
懸
け
て
熾

烈
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
当
青
年
部

か
ら
は
唐
崎
幸
道
く
ん
（
東
西
竹
）
が
出
場

し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
退
と
な
っ
た
。

青
年
部
活
動
を
再
認
識

青
年
部
活
動
を
再
認
識

平成19年度根室地区JA青年部大会

記念講演：森川和徳氏分科会で座長を務める鈴木部長
アームレスリングに唐崎幸道くんがエントリー !!

でも 〝残念〞

今年は３段積みのロール看板
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Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．パチンコ、パチスロ、釣り、ボウリング
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．ボウリング
Ｑ３．好みの女性は？芸能人に例えると…
Ａ３．菅野美穂
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．安定した酪農経営と明るい家族
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５．宝くじを当てて億万長者になる事
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．太田隼樹くんです。
Ｑ７．なぜ太田くんを選んだのですか？
Ａ７．幼なじみだから…

株田  悠介（養老牛支部）
S57.4.23生 25歳

 専攻科とは？
　専攻科は、高等学校を卒業した後継者や新規就農
者が引き続き家業に従事しながら酪農経営や技術を学
び、仲間づくりをするところです。

 単位制の導入で学びたい科目が学習できます
　自分の受講したい科目を自由に選択して単位を修得
するシステムです。開講科目は、酪農に関する専門科
目、教養科目、ゼミナール（専攻科目）があります。
　また、開講時間も午前10時45分から午後２時30分
までなので、朝夕の乳牛の管理作業に従事しながら学
習ができます。

平成20年度

学生募集 働きながら学んで、
　　　同じ夢を持つ仲間を作ろう!
働きながら学んで、
　　　同じ夢を持つ仲間を作ろう!

 先端技術に対応した学習を実施しています
　コンピュータを用いた経営管理などを取り入れた実践
的学習ができます。

 自家の経営に結びついた学習に取り組めます
　自家の草地、または乳牛に関する学習をゼミナール
ごとに分かれて取り組みます。また、農業簿記による経
営診断も行います。夏季の農繁期（６月～８月）は登校・
授業がありません。

 国内外の実習が体験できます
　在学２年目に希望に応じた条件（地域・規模等）で
実習を行うことができます（国内、ニュージーランド等）。

●修業年限　２年　　●募集学科　農業特別専攻科（酪農経営科）
●出願期間　平成20年１月21日㈪～平成20年１月31日㈭　　●検 査 日　平成20年２月8日㈮
●出願資格　高等学校を卒業した者、若しくは平成20年３月末日までに高等学校卒業見込みの者で、酪農作業に
　　　　　　従事しながら本校に通学可能な方（寮はありません）

資料請求、
お問い合わせは

北海道別海高等学校
農 業 特 別 専 攻 科

〒086-0214  北海道野付郡別海町別海緑町70-1
TEL 0153-75-2053  FAX 0153-75-2263
ホームページ  http://www.bekkai.hokkaido-c.ed.jp
E-mail  bekkai-t4@hokkaido-c.ed.jp

科  訓

酪理実践
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十
月
二
十
三
〜
二
十
五
日
、
年
金
友
の
会

で
は
毎
年
恒
例
と
な
る
秋
季
旅
行
を
開
き
、

年
金
友
の
会
御
一
行
（
四
十
三
名
）
は
十
勝

方
面
へ
と
出
発
し
た
。

　

秋
季
旅
行
初
日
は
、
中
札
内
に
あ
る
花
畑

牧
場
を
見
学
。
ホ
ー
ス
シ
ョ
ウ
や
ド
ッ
ク

シ
ョ
ウ
を
楽
し
ん
だ
。
昼
食
後
に
は
サ
ホ
ロ

ベ
ア
マ
ウ
ン
テ
ン
へ
と
移
動
。
自
然
の
中
で

飼
わ
れ
る
迫
力
あ
る
熊
に
出
席
者
も
感
激
し

た
。
こ
の
日
の
宿
泊
先
は
十
勝
川
温
泉
（
観

月
苑
）。
懇
親
会

で
は
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
み
、
出
席
者

は
終
始
ご
満
悦

だ
っ
た
。

　

二
日
目
、
足
寄

町
化
石
館
や
オ
ン

ネ
ト
ー
を
見
学
し

た
一
行
は
北
見
市
菊
ま
つ
り
会
場
へ
と
向
か
っ
た
。

会
場
に
は
見
事
に
育
て
ら
れ
た
菊
が
咲
き
乱
れ
、
高

価
な
盆
栽
や
花
細
工
の
演
出
も
あ
り
大
満
足
の

一
日
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
年
金
友
の
会
御
一

行
は
阿
寒
温
泉
に
宿
泊
。
会
食
時
に
は
会
員
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
温
泉
組
合
か
ら
ヨ
サ
コ
イ
が

披
露
さ
れ
、
鳴
子
を
片
手
に
大
騒
ぎ
の
懇
親
会

と
な
っ
た
。

　

最
終
日
、
遊
覧
船
に
乗
船
し
た
会
員
は
天
然

記
念
物
で
あ
る
マ
リ
モ
を
見
学
。
三
日
間
の
旅

行
を
終
え
て
無
事
計
根
別
へ
と
到
着
し
ま
し

た
。　

　

営
農
課
で
は
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
が

続
く
な
か
、
よ
り
精
度
の
高
い
生
乳
生

産
計
画
と
新
年
度
の
営
農
計
画
樹
立
を

目
的
と
し
て
十
一
月
二
十
六
〜
二
十
八

日
の
三
日
間
に
よ
り
営
農
計
画
作
成
準

備
講
習
会
を
開
い
た
。

　

講
習
会
に
は
、
青
年
部
員
を
中
心
に

約
三
十
名
が
参
加
。
営
農
課
の
指
導

の
も
と
次
年
度
の
生
乳
生
産
計
画
簡
易

計
算
ソ
フ
ト
の
利
用
方
法
が
説
明
さ
れ

た
。　

　

計
算
ソ
フ
ト
説
明
後
は
、
個
体
毎
の

乳
量
を
シ
ー
ト
に
書
き
込
む
参
加
者
と

持
参
し
た
パ
ソ
コ
ン
に
直
接
入
力
す
る

参
加
者
に
分
か
れ
て
作
業
を
開
始
。
作

業
を
終
え
た
参
加
者
は
、
月
別
の
乳
量

や
分
娩
予
定
頭
数
を
把
握
す
る
な
ど
、

現
実
的
な
数
値
に
よ
り
新
年
度
の
生
乳

生
産
計
画
や
個
体
販
売
頭
数
が
予
測
さ

れ
、
営
農
計
画
樹
立
に
向
け
た
根
拠
の

あ
る
基
礎
デ
ー
タ
を
完
成
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
の
組
勘
収
支
内
容

が
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ
、
費
用
の
細

部
も
確
認
さ
れ
る
な
か
、
信
憑
性
の
高

い
営
農
計
画
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

個
体
毎
の
乳
量
を
積
み
上
げ
、

精
度
の
高
い
生
産
計
画
を

営
農
計
画
作
成

準
備
講
習
会

熊の迫力と見事な菊に感動JA計根別
年金友の会秋季旅行

乳量計算の考え方を学ぶスクリーンとPCを見つめて熱心な受講生

ベアマウンテンで自然の熊に驚き!! 阿寒温泉にてヨサコイで大騒ぎ!!
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計
根
別
農
協
青
色
申
告
会

　

計
根
別
農
協
青
色
申
告
会
で
は
、
税
制
改
正
に
伴
う
変
更
内
容
の

確
認
と
税
務
の
知
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
十
一
月
三
十

日
農
協
二
Ｆ
会
議
室
に
て
平
成
十
九
年
度
税
務
講
習
会
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、
会
員
十
五
名
が
参
加
。
青
色
申
告
会
唐
崎
会
長
の
挨
拶

に
よ
り
開
会
さ
れ
た
。
講
師
に
は
根
室
税
務
署
か
ら
桝
田
調
査
官
を

招
き
、
所
得
税
に
お
け
る
改
正
点
の
詳
細
説
明
や
誤
り
や
す
い
申
告

事
例
が
話
さ
れ
た
。
参
加
し
た
会
員
は
減
価
償
却
方
法
や
税
率
の
変

更
、
定
率
減
税
も
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
の
シ
ス
テ
ム
が
紹
介
さ
れ
、

シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
が
説
明
さ
れ
る
な
か
、
高
い
利
便
性
を
誇
る

ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
が
呼

び
掛
け
ら
れ
た
。

所得税の所得税の
改正内容を学ぶ改正内容を学ぶ

税の知識を学ぶ組合員!! 改正ポイントを理解して

開会挨拶：青色申告会  唐崎会長講師：桝田調査官



19



普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

☎72-2163
冬季の哺育牛管理について

20

　子牛が風邪や下痢をおこすと成長が遅れ、管理作業も大きな負担になります。冬に向けて哺育管理のポイント

をまとめました。

１．分娩後は速やかに清潔で乾燥した場所に移す

　生まれたばかりの子牛は免疫を持たないので、病原菌のない清潔な環境に置く必要があります。また皮下脂肪

がほとんどなく、腹部の褐色脂肪細胞を燃焼させて体温を維持します。風通しが良い、敷料が湿っているなど、

体温が奪われる環境にいると、この褐色脂肪細胞を消耗し（約18時間）、低体温になり下痢を起こし、死亡する

ことがあります。羊水を拭き（親牛がなめる時はまかせる）、すきま風の当たらない乾燥した場所に速やかに移

しましょう。

２．できるだけ早い時期に十分な量の初乳を与える

　下痢予防には、速やかに十分な初乳を与えることが重要で

す(図１)。初乳中の免疫量および子牛の免疫吸収率は、時間の

経過とともに低下します（図２）。また病原菌が初乳より先に

入ると、腸管の穴を塞いでしまい、免疫を吸収できなくなり

ます。

　十分な免疫獲得のためには、

①　比重計を使って免疫グロブリン量を把握し、必要量を与

える

　初乳の比重1.05の場合、生後６時間以内に２㍑以上、生後12

時間以内にさらに２㍑飲ませる必要があります。

初乳中の免疫グロブリン量には個体差があり、特に分娩前に

漏乳した牛、乳量の多い牛、初産牛では低い傾向にあります。

免疫グロブリン量の計測方法は普及センターまでお問い合わ

せ下さい。

②冷凍初乳を常備する

　初乳の成分が低い、または品質が劣る場合の代替えとして

重要です。

３．換気をし、十分な敷料を入れて保温・清潔を保つ

　ふん尿から発生するアンモニアガスは、少量でも気管や

鼻の粘膜を刺激し、肺炎や風邪をおこしやすくなります。

換気に気をつけ、同時に保温のため十分な敷料を入れましょ

う（左写真）。また汚れたらすぐ交換し、体毛や敷料を乾い

た状態に保ちましょう。

図１　初乳の給与時間と下痢発生率

図２　初乳中の免疫グロブリンの消長

 十分に敷料が入り乾燥した状態 十分に敷料が入り乾燥した状態



粗飼料分析から
サイレージの品質や状態を評価しましょう
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　今現在、食べさせているサイレージがどんな品質かは、匂いや色、触感などでおおよそ判断は可能ですが、粗

飼料分析を行なうことで人間の五感では判断できない栄養価等の成分により品質が評価でき、さらに収穫時期や

サイレージ調製の状況などがわかります。

（１）粗飼料分析結果の見方

※平均値：H19年産1番草サイレージ（上段：きざみ,下段：ロール）（ホクレン中標津支所 島部氏提供）

（２）「粗灰分」に注意！
　灰分の値が8.0％を超えると、土砂や糞尿など異物混入の可能性があります。

　収穫時の刈取り高さが５㎝程度と低い場合に、春先の糞尿や土が混入する可能性が高くなります。また、スタッ

クサイロやバンガーサイロ入り口周辺が整備されていないと、ダンプやタイヤショベルのタイヤから泥などがサ

イレージ内に混入し、発酵品質を低下させます。

（３）Ｈ19年産1番草サイレージの傾向
　まだ検体数が十分ではありませんが、Ｈ19年産のサイレージは例年より水分が低く、pHも低く抑えられており、

良い発酵をしたものが多いようです。

　今年は収穫作業も早く始まったせいか、ＮＤＦが例年よりも低い結果が出ています。

　また、昨年までは春期の多量糞尿散布の影響と見られる不良発酵のものが多く見られました。今年は改善喚起

の効果が出たのか定かではありませんが、カリウムやｱﾝﾓﾆｱ態窒素、ミネラルバランスを表わす当量比などが適

正な値に改善されています。

（４）まとめ
　粗飼料分析結果からはサイレージの品質はもちろんのこと、収穫時の状況、草地の植生、収穫方法、サイレー

ジ調製の状況など多くのことが読み取れます。購入飼料が高騰している昨今、自らの粗飼料の状態をよく把握し

た上で、2番草サイレージも併用しながら、購入飼料を少しでも削減できるよう効率の良い給餌を行なってくだ

さい。

項　目 名　　　称 推奨値 平均値※ 解　　説

pH ペーハー（酸性度） 4.2以下 4.38
4.89 pHが4.2以下であれば良好な発酵と推察。

ADICP
(BP)

酸性デタージェント
不溶蛋白質 1.0%以下 結合蛋白質ともいう。刈り遅れ、ヒートダメージ、鎮圧

不足、２次発酵などにより高くなる。

TDN 可消化養分総量 64%以上 60.25
61.23

消化吸収できる栄養分。低いと雑草割合が多い、収穫時
期が遅いなどの要因がある。

NDF 中性デタージェント
繊維 60%以下 67.07

68.10
飼料中の総繊維量を表わし、高くなるとエサの食い込み
に影響。雑草割合が多かったり、収穫が遅れると高くな
りTDNが低下。

Oa 高消化性繊維 15%以上 8.49
8.25 消化されやすい繊維。数値が高いほど質の良い繊維。

CAsh 粗灰分 7%以下 ミネラルや微量要素の総和。（２）参照！

Ca カルシウム 0.25%以上 0.42
0.38 カルシウムを多く含むマメ科割合の指標となる。

K カリウム 2.5%以下 1.76
1.78

3%以上は要注意。そのようなサイレージは乾乳牛への給
与をしないように注意。

酢酸 0.5～0.8% 0.75
0.23

数値が高いと、サイレージ調製時間が長い、密封・鎮圧
が不十分であることを示す。

酪酸 未検出 0.02
未検出 酪酸菌が糖や乳酸を分解して生成。不良発酵の指標。

NO3－N 硝酸態窒素 0.01以下 0.01以下 0.1%を超えるようなサイレージは要注意！

NH3－N アンモニア態窒素 6.0%以下 6.77
4.06 高水分や踏圧、密閉遅延で増加。不良発酵の指標。
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Ｊ
Ａ
計
根
別
で
は
、
共
済
事
業
の
推
進
や
事

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
十
月
二
十
一
日
第
二
、三
会
議
室
に
て
職

員
向
け
の
共
済
事
業
学
習
会
を
開
い
た
。

　

学
習
会
は
、
業
務
を
終
え
た
午
後
六
時
三
十

分
よ
り
開
始
さ
れ
、
全
職
員
が
出
席
し
た
。
講

師
と
な
っ
た
共
済
連
職
員
（
二
名
）
か
ら
Ｊ
Ａ

共
済
が
お
す
す
め
す
る
生
命
保
険
（
養
老
、
終

身
保
険
な
ど
）
や
車
両
に
関
す
る
保
険
、
保
障

内
容
が
説
明
さ
れ
た
。
特
に
、
車
両
で
は
人
身

障
害
特
約
に
話
題
が
集
ま
り
、
保
障
内
容
に
対

す
る
知
識
を
高
め
た
。

　

最
後
に
、
学
習
会
を
通
じ
て
職
員
そ
れ
ぞ

れ
が
も
し
も
の
時
の
保

障
内
容
や
自
ら
の
生
活

設
計
を
再
確
認
す
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
？
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
計
根
別
は
、
金
融
業
務
な
ど

金
銭
を
扱
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
の
防
犯

体
制
強
化
を
目
指
し
て
、
十
月
八
日

金
融
窓
口
に
て
防
犯
訓
練
を
実
施
し

た
。

　

防
犯
訓
練
実
施
に
あ
た
っ
て
は
中

標
津
警
察
署
に
協
力
を
要
請
。
本
署

職
員
が
強
盗
団
を
装
い
、
迫
真
な
演

技
で
実
際
の
防
犯
現
場
を
リ
ア
ル
に

再
現
し
た
。
ま
た
、
訓
練
中
に
は
ピ

ス
ト
ル
（
空
砲
）
も
用
意
さ
れ
る
な

ど
緊
張
感
漂
う
状
況
の
な
か
で
職
員

も
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
臨
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
担
当
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が

防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
再
検
証
、
非
常

時
の
対
処
方
法
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と

と
な
っ
た
。

　

計
根
別
農
協
で
は
、
職
員
を
対
象

と
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
、
交

通
ル
ー
ル
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未
然

に
防
ご
う
と
十
月
十
四
日
農
協
第

二
、三
会
議
室
に
て
交
通
安
全
職
場

宣
言
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
正
午
か
ら
農
協
事
務

所
前
に
全
職
員
が
集
い
、
道
行
く
ド

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
牛
乳
が
配
ら
れ

た
。

　

業
務
を
終
え
た
午
後
六
時
三
十

分
、
中
標
津
警
察
署
を
招
き
交
通
安

全
職
場
宣
言
を
行
っ
た
。
職
員
を
代

表
し
て
神
内
正
成
く
ん（
Ａ
コ
ー
プ
）

と
角
知
子
さ
ん
（
金
融
課
）
が
宣
言

文
を
読
み
上
げ
、
全
職
員
が
交
通
安

全
を
誓
っ
た
。

そ
の
後
、
交
通
安
全
を
テ
ー
マ
に
中

標
津
警
察
署
よ
り
講
話
を
聞
き
、
交

通
事
故
の
現
状
や
交
通
ル
ー
ル
を
再

確
認
す
る
な
ど
交
通
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

防犯体制強化に向けて訓練実施

JA計根別  防犯訓練

共済事業に対する
知識を高めた学習会

共済事業学習会

全
職
員
が
交
通
安
全
を
誓
う

Ｊ
Ａ
計
根
別　

交
通
安
全
職
場
宣
言新人の神内くんと角さんが宣言文を読み上げる中標津警察署より貴重な講話を…

共済連の講師で　
　事業内容を学ぶ
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成20年１月15日まで

　当選者の発表は「けねべつ」２月号誌上

【タテのカギ】
１　キリスト様がお生まれに
なった日

２　王様のお住まい
３　コタツで食べる果物とい
えば

４　喜色満面の○○
５　お笑い芸人のウド、ダン
サーのパパイヤ

８　スキーで使う杖
９　カミソリでジョリジョリ
と剃る

10　野口みずき、高橋尚子と
いえば

12　英語でスノーマン
15　押し入れの戸
17　「あなたのことが好きで
す！」

19　天に昇るヘビ!?
20　世界を○○にかけて活躍
するスター

22　湯船に浸ってポッカポカ

【ヨコのカギ】
１　ヘ、ヘックシュン！
４　トランプの１
６　○○整然とした文章
７　仙人が食べる
９　答えを導く手がかり
10　暖炉にくべる手頃な大き
さ

11　化粧を落とすとなくなる
人も

13　軒先に垂れ下がる棒状の
氷

14　「鋤」と書く農具
15　着ていないと裸
16　備蓄が○○をつく
18　フォーク、タップ
19　スキーはゲレンデで、ス
ケートは？

20　正解につける印
21　１日の最高気温が０℃未
満

23　オムレツを作るのに不可
欠

24　ケーキにさして火をつけ
る

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワクロスワードパズパズルクロスワクロスワードパズパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C D

あ
と
が
き

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
寒
さ
も
厳
し
さ
を
増
す
今
日

こ
の
頃
で
す
が
、
組
合
員
皆
様
は
年
末
を
迎
え
て
何
か
と
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
十
二
月
は
と
い
う
と
営
農
計
画
書
。
新
年
度
の
経
営
方
針
を
定
め
る
重
要

な
時
期
と
思
い
ま
す
。
先
日
も
計
画
書
樹
立
説
明
会
が
開
か
れ
、
厳
し
い
酪
農
情
勢

が
続
く
な
か
農
協
と
し
て
の
基
本
方
針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
我
が
家
の
将
来
目
標
」
家
族
み
ん
な
で
十
分
な
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
資
材
費
等
の
高
騰
が
続
き
徹
底
し
た
経
費
管
理
、
精
度

の
高
い
生
産
計
画
、
生
産
に
支
障
の
無
い
販
売
計
画
な
ど
新
年
度
の
営
農
計
画
に
厳

し
い
視
線
が
向
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
年
度
に
は
前
年
比
一
○
三
％
の
生
産
目
標
や
乳
価
の
値
上
げ
な
ど
明

る
い
兆
し
も
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
酪
農
情
勢
を
み
ん
な
の
力
で
乗
り

越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

クロスワードパズル
10月号の答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。
組織広報係でお受け取り下さい。

工藤　克子さん　山下美代子さん　武田　千代さん
斉藤　長市さん　須崎ななみさん

ネガイゴト
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真
冬
並
み
の
寒
波
が
十
一
月
に
到
来
し
、
悴
む
思
い

で
冬
支
度
、
乳
牛
管
理
に
多
忙
の
毎
日
と
思
い
ま
す
。

　

日
々
酪
農
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
で
生
産
者
の
方
々

の
顔
も
姿
も
心
成
し
か
自
信
の
無
い
弱
々
し
さ
を
感
じ

ま
す
。
口
か
ら
出
る
言
葉
も
「
組
合
長
、
酪
農
は
ど
う

な
る
ん
だ
」「
何
か
明
る
い
話
し
は
無
い
の
か
」
今
は
こ

の
一
年
の
結
果
が
見
え
る
時
だ
け
に
私
も
答
え
に
窮
し

ま
す
。
配
合
飼
料
価
格
を
含
め
た
生
産
資
材
の
大
幅
な

値
上
げ
に
も
抵
抗
出
来
ず
、
我
々
の
原
料
乳
へ
の
価
格

転
嫁
も
進
み
ま
せ
ん
。

　

系
統
、
道
酪
対
も
生
産
現
場
の
窮
状
を
国
や
メ
ー
カ

ー
等
に
も
訴
え
打
開
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

消
費
者
の
感
情
や
力
関
係
で
勝
る
量
販
店
が
交
渉
相
手

で
す
か
ら
近
々
の
乳
価
値
上
げ
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
次
年
度
の
乳
価
交
渉
は
今
年
中
に
目
鼻
を

つ
け
る
事
で
指
定
団
体
や
メ
ー
カ
ー
も
交
渉
に
入
る
予

定
で
進
ん
で
い
ま
す
。
早
々
に
再
生
産
可
能
で
適
正
な

乳
価
に
な
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
我
々
生
産
者

も
他
人
任
せ
で
は
無
く
、
一
人
一
人
問
題
意
識
を
持
っ

て
危
機
突
破
に
向
け
た
運
動
に
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
次
年
度
は
生
産
目
標
数
量
も
北
海
道
で
は
今

年
の
目
標
数
量
に
対
し
て
一
○
三
％
と
増
産
の
目
標
設

定
と
な
り
力
一
杯
の
生
産
は
可
能
で
す
が
、
旧
来
の
様

に
濃
厚
飼
料
を
多
給
し
て
の
増
産
を
果
た
し
て
も
収
支

は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
先
も
飼
料
等
生
産
資
材
の

高
騰
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
高
値
で
推
移
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
個
々
の
経
営
の
中
で
見
直
し
が
急
が
れ
ま

す
が
、
早
急
に
或
い
は
数
年
か
け
て
改
善
す
る
事
を
真

剣
に
考
え
て
実
行
し
な
け
れ
ば
酪
農
家
と
し
て
生
き
残

れ
ま
せ
ん
。

　

今
時
の
酪
農
に
も
こ
の
寒
さ
に
も
忍
と
耐
で
〝
何
糞
〞

の
気
持
ち
で
〝
踏
ん
張
る
〞
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
十
二
月
十
日　

纐
纈　

成
喜

〝パンジー〟
　東西竹地区皆川敬さん宅の玄関横に珍し

い咲き方をしたパンジーを発見。

　このパンジーは風除室と住宅の間から芽

を出し、花を咲かせていました。

　根はどこに伸びているのか？栄養は？水

は？と不思議な事ばかりですが、今では家族

から〝ど根性パンジー〞として大事に育てられ

ているそうです。


